
（2025/10/27）

めぶくグラウンド株式会社のご紹介



1.前橋市のこれまでの歩み
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前橋市のこれまでの歩み −官民共創のまちづくり−
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めぶくグラウンドの位置づけ

めぶくグラウンドは、官民共創会社として、前橋市をはじめとする様々なステークホルダーを
柱に、安心・安全なデータ利活用を実現するための強固な体制を築き上げています。

行政代表 専門家 企業代表

市民代表① 市民代表②

＜外部委員5名＞＜取締役から2名＞

監査等委員会

曽我顧問 木暮社長大森議長

國領 福田 谷川CCO

鏡山

横山 結城

【凡例】

■：会社法上の設置機関 ■：任意設置

：前橋市アーキテクト・めぶくグランド取締役

＜空間デザイン＞ ＜人材育成＞

＜まちづくり＞

＜まちづくり＞

＜デジタル＞ ＜新事業創造＞＜地域理解＞

谷川じゅんじ
JTQ 株式会社 代表

山本龍氏
前橋市 市長

田中仁
内閣府 知的財産戦略本部構想委員会 委員

株式会社ジンズホールディングス 代表取締役CEO

前橋市商工会議所 副会頭

福田尚久
日本通信株式会社 代表取締役社長

公立大学法人前橋工科大学 理事長

國領二郎
慶應義塾大学 教授

曽我孝之
前橋商工会議所会頭

前橋市アーキテクト

取締役として参画

めぶくグラウンド取締役会

データガバナンス委員会

めぶく

グラウンド

大森昭生
学校法人共愛学園理事／

共愛学園前橋国際大学学長

田中

議
長
・
委
員
参
画

株主

A種株主（自治体）

株主：前橋市
普通株主（企業）

株主：56社
株主として参画
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磯俣会長



2.めぶくグラウンド株式会社の概要
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めぶくグラウンドとは

「めぶくグラウンド株式会社」は、

より安心で利便性の高い市民サービス実現に向け、
めぶくIDやデータ連携基盤を提供。
様々な公益・準公共・民間サービスを支援します。

めぶくIDの利活用にあたっては、データ提供者の意思と利

益を守ることを使命とする「データガバナンス委員会」を会社

法にはない定款に規定する形で設置しています。

データ利用者とデータ提供者の利害が相反する場合には、

データ提供者の利益を優先することを徹底します。
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めぶくグラウンド会社概要
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会社名 めぶくグラウンド株式会社（Mebuku Ground Inc.）

役員構成 代表取締役社長 木暮正樹

所在地 〒371-0024 群馬県前橋市表町2-30-8 AQERU 6F

設立 2022年10月6日

資本金 482,573,000円（資本準備金を含む）

株主 
前橋市、カネコ種苗株式会社、株式会社コシダカホールディングス、
株式会社ジンズホールディングス、日本通信株式会社、株式会社ヤマト、
株式会社群馬銀行、しののめ信用金庫、株式会社東和銀行 ほか48社

主な事業内容 めぶくIDの発行およびデータ連携基盤の提供

公式ホームページ https://www.mebukuba.jp/

https://www.mebukuba.jp/


資金調達の状況

前橋市及び地元で地域貢献している上場企業・金融機関が発起人となり官民共創で設
立しました。その後、地元商工会の議員企業を中心に出資を受け、株主は57者であります。

目的

出資者

属性

株主構成

調達金額等

【設立時】

発起人による払込

【第三者割当増資】

普通株式発行

【第三者割当増資】

A種株式発行

公共・準公共・民間サービスを

機動力を持って提供する体制の整備

めぶくID・データ連携基盤システム等

を前橋市が出資（現物出資）

前橋市・前橋市で地域貢献をしている

上場企業5社・地元金融機関3社
前橋商工会議所の議員企業を

中心に48社が出資

前橋市＋8社 前橋市＋56社

総額 300百万円

（A種株式・普通株式）

総額 100百万円

（普通株式）

総額 82百万円

（A種株式）

共助型未来都市の実現のため

長期的・継続的に責任をもって進める

自治体・企業を中心に立ち上げ

前橋市＋56社

設立（2022/10/6） 2023/2/16 2023/7/21

先進的な官民共創の取組への協賛

及び事業推進の財務基盤の強化

民間企業

×5 ×3
金融機関

2023/12時点

調達金額 : 4.8億円

民間企業

×53 ×3
金融機関 民間企業

×53 ×3
金融機関
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大株主の状況（2024年8月1日時点）

連番 氏名又は名称
所有株式数

（株）

発行済株式の総数に

対する所有株式数の

割合（％）

区分 種類

1 前橋市 1,751 18.1 地方自治体 A種株式※1

2 カネコ種苗株式会社 1,000 10.4 民間企業 普通株式

3 株式会社コシダカホールディングス 1,000 10.4 民間企業 普通株式

4 株式会社ジンズホールディングス 1,000 10.4 民間企業 普通株式

5 日本通信株式会社 1,000 10.4 民間企業 普通株式

6 株式会社ヤマト 1,000 10.4 民間企業 普通株式

7 株式会社群馬銀行 300 3.1 金融機関 普通株式

8 しののめ信用金庫 300 3.1 金融機関 普通株式

9 株式会社東和銀行 300 3.1 金融機関 普通株式

計 7,651 79.3

（注）1. 当社は、普通株式のほかに、Ａ種株式についての定款の定めを置いております。

Ａ種株式の内容は、以下のとおりです。

(1) 剰余金の配当 Ａ種株式を有する株主（以下「Ａ種株主」という。）及びＡ種株式の登録株式質権者（Ａ種株主と併せて、以下「Ａ種株主等」

という。）に対しては、剰余金の配当は行わない。

(2) 残余財産の分配 当社は、残余財産を分配するときは、普通株式を有する株主及び普通株式の登録株式質権者に対する分配に優先して、Ａ種株主

                                                    等に対し、Ａ種株式１株につき、Ａ種株式１株当たりの払込金額相当額の金銭を支払う。Ａ種株主等に対しては、残余財産の分

                                                    配は行わない。

(3) 議決権 Ａ種株主は、普通株式を有する株主と同様に、株主総会において１株につき１個の議決権を有する。

9

当社は、A種株式※1を設けており、様々な地方自治体が当社に参画できる仕組みを提供

しております。大株主の所有株式は、7,651株であり、発行済株式の8割を占めております。



ガバナンス体制

当社は経営の透明性の向上及び監督機能の強化を図るため、監査等委員会を採用する
とともに、多数の社外取締役を選任しております。

各部門

株主総会

会計監査人

選任/解任

代表取締役

（2名）

データガバナンス委員会

（7名）

選定/解職/監督

指示/報告

内部監査

組織

内部監査

磯俣会長

國領 福田

選任/解任

取締役会（10名）

監査等委員会（3名）

監査/監督

曽我顧問 大森議長

福田國領 谷川CCO

磯俣会長

連携

（報告/情報共有）

データ管理等に関する

意見
鏡山 横山 結城

田中

行政代表 専門家 企業代表

市民代表① 市民代表②

＜外部委員5名＞

＜取締役から2名＞

選任/解任

監査

【凡例】

■：会社法上の設置機関 ■：任意設置

：社外取締役

報告 選任/解任報告

指示/報告

連携

（報告/情報共有）

連携

（報告/情報共有）
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木暮社長

木暮社長



データガバナンス委員会

データガバナンス委員会は、個人情報、企業秘密、サイバーセキュリティを総合的に守ること

を使命に、 5つの領域の知見を結集し、協議を重ねている委員会です。

定款第41条（データガバナンス委員会の設置）

当会社は、次の理念の下に、データガバナンス委員会を置く。

（1）データガバナンス委員会は共助による豊かで人にやさしい社会

の構築に向けて、データを落ち寄って下さる個人、行政、企業、

団体の意思と利益を守ることを使命とする。

（2）データ利用者と提供者の利害や意思が相反する場合は、デー

タ提供者の利益を優先させる運用を会社に徹底させる。この

原則下にデータの持ち寄りを促進して社会的、経済的な利得

を拡大させることを志し、その果実を市民、事業者や地域プラッ

トフォームを含むステークホルダーで適正に分け合うことを保障す

る。データがバンスにもステークホルダーの参加をあおぐことで以上

の実現をはかる。

・データガバナンス委員会は、個人情報、企業秘密、サイバーセキュ

リティを総合的に守ることです。

・当社の定款に使命を記載をしております。

データガバナンス委員会の使命

・ 市民代表・行政代表（前橋市）・専門家・企業代表・当社取

締役2名、合計7名で構成しています。

データガバナンス委員会メンバー構成

11



めぶくグラウンドビジネスモデル

めぶくIDの発行およびデータ連携基盤の提供を主なサービスとして、サービスレイヤー・インフラ

レイヤーそれぞれの官民様々なプレイヤーに提供しております。

自治体

ユーザ（市民） サービス提供事業者

（有償の場合）サービス利用料

サービス

提供

（有償の場合）

サービス利用料

めぶくID

提供

めぶくID

利用料

電子証明書提供

電子証明書利用料

めぶくID・

データ連携

基盤提供

めぶくID

利用料

【サービスレイヤー】「めぶくID連携サービス」の提供

【インフラレイヤー(ポータル含む)】「めぶくID・データ連携基盤」の提供

※前橋市はR5年度デジ田事業にも採択されており、

今年度もめぶくグラウンド主体のサービスを

新規に構築予定

めぶくID データ連携基盤 めぶくIDに基づいて民間や

行政が保有するパーソナデータや

行政オープンデータなど、分散

された多種多様なデータを参画

事業者間で授受するための基盤

マイナンバーカードを

トラストアンカーとして認証局にて

スマートフォン上に発行される

法的根拠のあるID

電子証明書提供

myFinTech
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3.アプリケーションのご紹介
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「めぶくID」と連携しているアプリケーション

くらしを便利に

人と人をつなぐ

共助プラットフォー

ム助け隊、ありが隊

をつなぐ

個別最適化され

たダッシュボード

コミュニティ共助

学育のe-ラーニン

グ

アレルギー情報の

多角連携

チャット相談機能

を備えた親子の

健康手帳

環境意識

の醸成

でんきで暮らしと

家族を見守る

医療機関と連携
自分だけの健康ロ
グ

食と健康の

AIアドバイス

食の健康セレクト

ショップ

基盤

アプリケーション（機能）

めぶくID ダイナミックオプトイン

群馬県前橋市 北海道江別市

データ連携基盤

長崎県大村市

地域活性化の

プラットフォーム

視覚障がい者の

まち歩きをサポー

ト

自治体給付金の

申請・受給もでき

る電子地域通貨

もっと便利に、もっ

と豊かな暮らしを

広げる入口

子育て支援
サービス

自治体給付金の

申請・受給もでき

る電子地域通貨

地域助け合い
サービス

シミュレーション運転

データ活用による危険

運転度合いの測定



めぶくPayは、循環型地域経済社会の実現するために

2023年12月20日にサービスを開始しました。

地域の

金融機関

地域の

お店

市民
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めぶくPayは、電子地域通貨として、

最初に自治体給付を可能にした事例です

給付金・ポイント付与
管理システム

ポイント付与給付金データ連携

プル型
（承認後付与）

プル型
（即時付与）

プッシュ型

プル型
（承認後付与）

プル型
（即時付与）

プッシュ型
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4.めぶくID・データ連携基盤のご紹介
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２つのテクノロジー

Key Pair HSM
Hardware Security Module秘密鍵と公開鍵

秘密鍵をハードウェアで守っている
（ハードウェア内で生成・保管され、決して外部に出ない）

他
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新たな方式

ユーザ ID PASS

Aさん 0001 ABC123

Bさん 0002 DEF456

Cさん 0003 GHI789

：

ID

パスワード

従来の方式

ID・パスワード
2nd パスワード

ログイン
許可

チャレンジ

レスポンス

アプリ

認証
データベース

アプリ

HSM

認証
サーバー

1.ランダムな文字列(A)を送る
2.スマホ内の秘密鍵で暗号化(B)する
3.(B)と電子証明書を返信する
4.(B)を電子証明書の公開鍵で復号

(C)する

(C)＝(A)であれば、電子証明書の
秘密鍵をもつ本人が応答したことが
証明される

認証
モジュール

認証は照合から証明へ

最強のパスキー
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マイナンバーカードで厳格な本人確認を実施し
個人情報をセキュアに利用できるIDを作成

Step１
マイナンバーカード
で身元確認

Step２
電子署名法認定の
電子証明書を発行

Step３
認定電子証明書で
安全・便利に利用

秘密鍵がスマホのHSM内
に生成される アプリ

HSM

認証
モジュール
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他事業者とのパーソナルデータの確実な
データ連携が可能になります

サービス毎の

電子証明書

同一の（ユーザ固有の）

利用者識別番号

データ データ データ データ

★ ★ ★

利用者識別番号で
連動123456789012 123456789012 123456789012 123456789012

★
・・・

めぶく
アプリ

MaaS
アプリ

医療
アプリ

金融
アプリ

★★★★

 

めぶく
アプリ

  

    
アプリ

 

 

金融
アプリ

  

医療
アプリ

 

 

  
アプリ
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めぶくIDの３大機能

公的個人認証サービス
（JPKI)

最強のパスキー
ハッキングできないID

事業者間の
データ連携

マイナンバーカードを
トラストアンカーとして活用

１ ２ ３

電子署名法認定の
電子証明書

共通コード
（利用者識別子）

●

●

身元確認 当人認証
（ログイン）

データ連携

「デジタル認証モジュール」として提供
貴社のアプリに組み込みα・・
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